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都市域流出学生を
呼び戻し，地域貢献
人材として地域へ
定着してもらうことを
目的とします

・高大連携の強化
・奨学金制度の検討

福井大学工学部 ３年次編入学試験 地域枠推薦制度の新設

・福井県は大学等への進学時に70％が
県外に流出し，ほとんどが都市部で就職

▼
・福井大学は，県内大学，福井県及び産業界
と連携し，地域を志向し活気ある地域創生に
貢献できる人材の育成と定着に取組みます

１）出身校の専門が志願学科と同系列の者
２）出身学校長が推薦できる者，またはものづくり，
学力，学校・地域活動などで自己推薦できる者

３）福井大学卒業後は，福井県内に就職または
福井大学大学院に進学し，地域社会に貢献する
意志を有する者（出身地は問いません）

出願要件 詳細は募集要項参照地域枠編入
制度の新設

地(知)の拠点大学による地方創生

地域を志向し地方創生に貢献できる人材養成の取組の一貫

大学等進学時の人材流出

・一般教育科目
・専門基礎科目，専門科目

主に都市部の大学
高専・短大等

地域の
持続的発展

・ものづくり，原子
力等の特色分野
でのイノベーショ
ン推進人材
・共同研究による
革新技術の創出

１年 ２年 ３年 ４年 大学院

地域志向・課題解決型人材資格認定制度
地域コア・課題解決型科目等の修得単位と

地域でのインターンシップを要件（資格名や要件は検討中）

企業が認知

就活で
アピール

・地域の
優良企業
・公務員

インターン
シップ

・地域コア科目
・課題解決型科目

福
井
大
学

産業界と
大学で
共同選考

地域枠編入学推薦制度
福井県に就職または福井大学大学院進学を前提

【出身地を問わない】

地域志向と
課題解決能力を
身につけた

高度専門技術者
の地域への定着

18歳人口の
70%が県外流出

ふくい
地域
創生士

地域
創生
アワード

・専門指定科目

卒業研究
ボランティア

NPO活動

３年次編入による流出者の

Uターン・Ｉターン
促進

優秀な県内出身
入学者の確保



●募集定員

【平成２９年度】 【平成３０年度以降】

学校推薦 自己推薦 学校推薦 自己推薦 地域貢献枠

機械工学コース ２名 若干名 若干名 ２名

ロボティクスコース ２名 若干名 若干名 ２名

原子力安全工学コース １名 若干名 若干名 １名

電気・電子工学科 ５名 若干名 ４名 ９名
電子物性工学コース
電気通信システム工学コース

５名 若干名 若干名 ５名

情報・メディア工学科 ５名 若干名 ５名 １０名 情報工学コース ５名 若干名 若干名 ５名

建築建設工学科 ３名 若干名 ７名 １０名 建築・都市環境工学科 ３名 若干名 若干名 ７名 １０名

材料開発工学科 若干名 若干名 若干名 若干名

生物応用化学科 若干名 若干名 若干名 若干名

物理工学科 若干名 若干名 若干名 若干名 応用物理学科 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名

知能システム工学科 若干名 若干名 ２名 ２名 計 １８名 若干名 若干名 ２２名 ４０名

計 １８名 若干名 ２２名 ４０名

一般入試 計

福井大学工学部第３年次編入学試験の変更点について

推　薦　入　試
一般入試

　　　　　　　区　分
　学　科

計
推　薦　入　試　　　　　　　　　　　　　　　　　区　分

　学　科

１０名

物質・生命化学科 若干名 若干名若干名 若干名 若干名

２０名

機械・システム工学科

電気電子情報工学科

機械工学科 若干名 ９名５名 ４名

工学部の学部・学科改組後の学年進行に伴う平成３０年度からの第３年次編入学試験の変更点



平成30年度福井大学工学部第３年次編入学（出願資格等）

推薦入試

出願資格 出願要件

推薦共通 　・志望学科は，出身学校において専攻している学科・コースと同系列(注①)であること。

　・他大学へ重複して推薦されておらず，合格した場合には入学を確約できる者

１．学校推薦 　高等専門学校又は短期大学（建築・都市環境工学科のみ対象）を平成30年３月卒業見込みの者 　人物・学力がともに優れ，出身学校長が責任をもって推薦できる者

２．自己推薦 　高等専門学校を平成30年３月卒業見込みの者
次の各号のいずれかに該当することにより，自分自身を強くアピールすることができ，これまでに習得し
た科学の知識と技術を更に深めたい修学意欲がある者

　(1) 理数系科目又は志望する学科に関連する専門教育科目の学力に優れた者

　(2) “ものづくり”に関連した自作活動や各種コンテスト等において，各種団体，第三者機関，学校等で
表彰を受けた者，又はこれらの活動チームの統率や，技術スタッフとして運営に積極的に携わった者
（注①）
　(3) 修学生活における様々な諸活動において，集団の統率や，スタッフとして運営に積極的に携わっ
た者（注②）

　(4) 本学工学部及び大学院工学研究科における教育研究に強い関心と意欲がある者

３．地域貢献枠
推薦

次の各号のいずれかに該当する者。
卒業後は福井県内に就職又は本学大学院工学研究科に進学し地域社会に貢献しようとする強い意欲
があり，かつ，次の各号のいずれかに該当する者。

　(1)高等専門学校を卒業した者又は平成30年３月卒業見込みの者
  (1) 志望する学科に関連する専門教育科目の学力に優れた者で，これまでに習得した科学の知識と
技術を更に深めることで，地域の活性化に貢献し，その成果を社会に役立てる意欲のある者

　(2)大学を卒業した者又は平成30年３月卒業見込みの者
　(2) “地域貢献”に関連した活動等において，各種団体，第三者機関，学校等で表彰を受けた者，又は
これらの活動の技術スタッフとして運営に積極的に携わった者（注③）

　(3)大学に2年以上（休学期間は除く）在学し（平成30年３月をもって2年間在学となる者を含む。），62単
位以上（注②）を修得した者又は平成29年3月までに修得見込みの者
　なお，所定の単位を修得見込みの者が，平成30年３月までに修得できなかった場合には，合格を取り
消します。

　(3) 本学工学部及び大学院工学研究科における教育研究に強い関心と意欲がある者

　(4)短期大学を卒業した者又は平成30年３月卒業見込みの者 　

　(5)専修学校の専門課程のうち，文部科学大臣の定める基準（注③）を満たすものを修了した者又は
平成30年３月修了見込みの者〔学校教育法第90条（注④）に規定する者に限る。〕

　(6)外国において，学校教育における14年以上の課程を修了した者又は平成30年３月までに修了見
込みの者（注⑤）

注①： 同系列と判断し難い学科・コースの場合は，出願前に資料を同封のうえ，文書で問い合わせてくださ 注①：“ものづくり”に関連した自作活動や各種コンテスト等
機械・システム工学科へは，情報系，機械系，電気･電子系の学科から出願が可能です。  ・自作活動 ： 機械・電気等を用いた工作物，設計・製図，デザイン，コンピュータプログラム
応用物理学科の出願は、系列を問いません。  ・Webページ等ディジタルコンテンツ　など

②： 「62単位以上」とは，出願資格としての必要単位です。入学前に修得した単位については，本学部の定
める基準により個々に認定します。

 ・各種コンテスト ： ロボコン，プロコン，デザコン，プレコン　など

③： 「文部科学大臣の定める基準」とは，「修業年限が2年以上で，かつ，課程の修了に必要な総授業時間
数が1700時間以上」です。

 ・各種資格・検定等 ： 情報処理技術者試験，ディジタル技術検定　など

④： 「学校教育法第90条」大学に入学することのできる者は，高等学校を卒業した者若しくは通常の課程に
よる12年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程によりこれに相当する学校教育を修了した
者を含む。）又は監督庁の定めるところにより，これと同等以上の学力があると認められた者とします。

 ・その他，"ものづくり"に関連する各種団体や学校等における取組，諸活動等

⑤： 出願資格(6)によって出願する者は，出願資格等を確認するので，出願期間開始10日前までに本学入
試課に資料を同封のうえ，文書で問い合わせてください。

②：修学生活における様々な諸活動

        ・高等専門学校等における寮生会，学校祭実行委員会　など

③：“地域貢献”に関連した活動等
 ・地域社会の支援，地域産業（工業技術等）との共同研究活動，環境保全活動，住民の生活支
援などのボランティア活動



一般入試

出願資格 出願要件
一般入試 次の各号のいずれかに該当する者。

(1)高等専門学校を卒業した者又は平成30年３月卒業見込みの者
(2)大学を卒業した者又は平成30年３月卒業見込みの者
(3)大学に2年以上（休学期間は除く）在学し（平成30年３月をもって2年間在学となる者を含む。），62単
位以上（注①）を修得した者又は平成30年３月までに修得見込みの者
なお，所定の単位を修得見込みの者が，平成30年３月までに修得できなかった場合には，合格を取り
消します。
(4)短期大学を卒業した者又は平成30年３月卒業見込みの者
(5)専修学校の専門課程のうち，文部科学大臣の定める基準（注②）を満たすものを修了した者又は平
成30年３月修了見込みの者〔学校教育法第90条（注③）に規定する者に限る。〕
(6)外国において，学校教育における14年以上の課程を修了した者又は平成30年３月までに修了見込
みの者（注④）

注①： 「62単位以上」とは，出願資格としての必要単位です。入学前に修得した単位については，本学部の定
める基準により個々に認定します。

②： 「文部科学大臣の定める基準」とは，「修業年限が2年以上で，かつ，課程の修了に必要な総授業時間
数が1700時間以上」です。

③： 「学校教育法第90条」大学に入学することのできる者は，高等学校を卒業した者若しくは通常の課程に
よる12年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程によりこれに相当する学校教育を修了した
者を含む。）又は監督庁の定めるところにより，これと同等以上の学力があると認められた者とします。

④： 出願資格(6)によって出願する者は，出願資格等を確認するので，出願期間開始10日前までに本学入
試課に資料を同封のうえ，文書で問い合わせてください。



福井大学工学部第３年次編入学（選抜方法等）

【平成２９年度】 【平成３０年度以降】

推薦入試（１．学校推薦　及び　２．自己推薦） 推薦入試（１．学校推薦 ，２．自己推薦　及び　３．地域貢献枠　）
面接（口述試験を含む。）及び書類審査の結果を総合して行います。

学　科　名 学　科　名 コース名

機械工学コース

ロボティクスコース

原子力安全工学コース

一般入試 一般入試

　学力検査，面接（口述試験又は口頭試問を含む。）及び書類審査の結果を総合して行います。 　学力検査，面接（口述試験又は口頭試問を含む。）及び書類審査の結果を総合して行います。
学　科　名 学　科　名 コース名

機械工学コース

ロボティクスコース

原子力安全工学コース

15:30～

面接（口述試験を含む。）

材料開発工学科

生物応用化学科

物理工学科 ※１．機械・システム工学科及び電気電子情報工学科（電子物性工学コース・電気通信システム工学コース

　　 の２コース）の英語はTOEICのスコアで評価します。（当日，試験は実施しません。）

全　学　科 9:00～　面接（口述試験を含む。）

 面接(口述試験を含む。)

 面接(口述試験を含む。)

数学 英語 面接（口述試験を含む。）

知能システム工学科
9:00～10:30 11:00～

物質・生命化学科
数学 面接(口述試験を含む。)

9:00～

面接(口述試験を含む。)

応用物理学科

電子物性工学コース
電気通信システム工学コース  数学，物理，英語※1，面接（口述試験を含む。）

数学，物理 英語

建築建設工学科
9:00～10:30 11:00～12:30 13:30～

建築・都市環境工学科

情報工学コース  数学，専門，面接（必要に応じて口頭試問を行う。)
数学，専門 面接（必要に応じて口頭試問を行う。)

 数学，英語，面接（口述試験を含む。）
数学 英語 面接（口述試験を含む。）

電気・電子工学科
9:00～12:00 13:00～14:30

電気電子情報工学科

機械工学科

9:00～10:30 11:00～12:30 13:30～

機械・システム工学科

情報・メディア工学科
9:00～11:00 12:00～

 数学，英語※1，面接（口述試験を含む。）

物質・生命化学科  面接（口述試験を含む。）

応用物理学科  面接（口述試験を含む。）

学力検査科目等 学力検査科目等

電気電子情報工学科

電子物性工学コース
電気通信システム工学コース

 面接（口述試験を含む。）

情報工学コース  面接（口述試験を含む。）

建築・都市環境工学科  面接（口述試験を含む。）

面接（口述試験を含む。）及び書類審査の結果を総合して行います。
学力検査科目等 学力検査科目等

機械・システム工学科  面接（口述試験を含む。）




